
授業で使える当館所蔵地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．１２ 『ＩＡＰＯＮＩＡ』 
作成年：1606年 
サイズ：42×52㎝（銅版手彩色） 
作 者：ホンディウス 

【解説】 
 ジェラルド・メルカトルは１５８５年に全世界の地図を集めて出版し始め、これに古代ギリ
シャ神話で地球を支える神の名をとって「アトラス（地図帳）」と名付けた。メルカトルの死
後、ヨドクス・ホンディウスは原版を手に入れ、１６０６年に新版地図帳を出版、その際にこ
の日本図も付け加えた。※オルテリウス／テイセラの型に拠っているが、朝鮮についてはこれ
が島であるか大陸の一部であるかはまだ解明されていないという説明を付けている。 
※オルテリウス／テイセラの型 
 オルテリウスはスペイン王室の地図製作者であり、ポルトガルのイエズス会士で数学者のテ
イセラから１５９２年２月２０日に手紙とともにこの地図を受け取った。テイセラは、日本は
もちろん、アジアにも行ったことがなかったが、直接または間接の情報源により日本に関する
知識があったようである。彼の地図には、本州、九州、四国がほぼ正確な対比で描かれている。 
→この頃、別の新しい型の地図が出現していても、古い物をまだ模写したり、変形したりしな
がら後の地図に継承されたりすることで異なった型の系列が何百年も並行して存在していた。
相互に影響しあうことにより、また新しい型が生まれる。より新しい型が以前の型に比べて常
に進歩したものであるとは限らない。    【参考：「西洋人の描いた日本地図」求龍堂】 

★１ ＩＡＰＯＮＩＡ 
「ＩＡＰＯＮＩＡ（ヤポニア）」は「日本」を意味するラテン語です。「ＩＡＰＡＮ（ヤーパ

ン）」（１５７０年のオルテリウスの地図）や「ＩＡＰＯＮ（ヤーポン）」（１６５２年のサンソ
ン地図）など、当時の日本を示す言葉として地図上に示されている。 
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【利用の例】 

○ヨーロッパ人が当時のアジアや日本をどのようにとらえていたかを知ることができる。 

→朝鮮が島として描かれ大陸の一部であるかどうか、まだ解明されていなかったことや、日本と

して蝦夷地（北海道）が認識されていなかったことをとらえることができる。 

○当時の日本の地名を知ることができる。 

→日本の古地図の地名を理解するには、それぞれポルトガル語、イタリア語、オランダ語、場合

によってはドイツ語のレンズを通して読む必要がある。ローマ字読みをすることで、当時の日本

の地名を想像することができる。当時の城下町が地図上に表記してあり、現在の地名と比較しな

がら見てもよい。 

○当時（江戸時代）の外交（外国とのつながり）を考えることができる。 

→オランダの国旗をつけた船が日本の近くに描かれていることから、日本との関係のつながりの

深さが伺える。 

★２ 日本の地名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 オランダ語で地名が描かれているが、ｖをｗ、ｆをｈに置き換えるなどして、ｈを無音にす
るとローマ字の発音に近くなる。美濃、土佐、安芸などなど日本の旧地名が分かる。 

★３ 朝鮮半島 
細まりながら南へ伸びる島としての朝鮮も、この後多くの追随者を生むテイセラ型の特徴と

して見逃すことはできない。朝鮮が島であるか大陸の一部であるかはまだ当時のヨーロッパで
は解明されていない。 

Ｃ 

Ａ：Meaco 
→当時の都 
Ｂ：Mino 
→当時の美濃 
Ｃ：Cay 
→当時の甲斐 
Ｄ：Sacay 
→当時の堺 
Ｅ：ＴONSA 
→当時の土佐 
Ｆ：Ａva 
→当時の阿波 
Ｇ：Ｆarima 
→当時の播磨 
Ｈ:Aquy 
→当時の安芸 
Ｉ：Ｔango 
→当時の丹後 
 
 
 
 
 
 
 
 
その時代のさまざ
まな身分が描かれ
ている 
Ａ：公家・・・朝
廷（天皇）に奉仕
する貴族のこと。
（江戸時代、全人
口の１％程度） 
Ｂ：武士・・・武
士は最上位の身分
として百姓や町人
を支配し、名字・
帯刀などの特権を
もっていた身分の
人。（江戸時代、全
人口の７％程度） 
Ｃ：百姓・・・農
民などの身分。年
貢を納める義務が
あった。土地をも
つ本百姓と、土地
をもたない水呑百
姓に分けられた。
（江戸時代、全人
口の８５％程度） 
Ｄ・Ｅ：町人・・・
都市に住む商工業
者のこと。Ｄが商
人、Ｅが職人であ
る。（江戸時代、全
人口の５％程度）           
【人口割合は関山
直太郎「近世日本
の人口構造」】 
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★４ オランダ船 
オルテリウスの地図が出た１５９８年は、スペインの最盛期をつくったフェリペ２世が没し

た年である。当時、世界の覇権はスペインからオランダ・イギリスへと移りつつあった。ホン
ディウスはアムステルダムでこの地図を制作した。船にはオランダ国旗がみえる。 

Ｆ 

★４ 石見銀山（島根県） 
当時、銀の精錬技術が改良され、生産量が増加し、産出された大量の銀は、海外に輸出され、

世界的に大きな影響を与えていた。 


